
8

1
月
28
日
㈯
は
本
庁
舎
と

尾
山
台
・
上
尾
駅
出
張
所
の

業
務
を
休
業

行
政
経
営
課　

7
7
5−

3
9
6
3

　

7
７
6−

8
8
7
3

市
民
課　

7
7
5−

5
1
2
8

　

7
７
5−

9
8
2
7　

　

市
役
所
本
庁
舎
１・
２
階（
市
民
税
課
、

納
税
課
、障
害
福
祉
課
、高
齢
介
護
課
に
限

る
）・
５
階（
子
ど
も
支
援
課
、
保
育
課
に

限
る
）の
窓
口
と
尾
山
台
・
上
尾
駅
出
張
所

は
、
土
曜
日
も
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

１
月
28
日
㈯
は
シ
ス
テ
ム
の
入
れ
替
え
作

業
を
行
う
た
め
業
務
を
休
み
ま
す
。

「
第
10
次
上
尾
市
交
通
安
全
計
画

（
案
）」
へ
の
意
見
を
募
集

交
通
防
犯
課　

7
7
5−

5
1
3
8

　

7
７
5−

9
9
2
7　

　
市
民
の
生
活
と
安
定
を
確
保
す
る
た
め
、

適
切
か
つ
実
施
可
能
な
方
策
を
総
合
的
に

推
進
す
る
基
本
計
画
と
な
る｢

第
10
次
上
尾

市
交
通
安
全
計
画｣

を
作
成
し
ま
す
。こ
の

た
び
、そ
の
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
市

民
コ
メ
ン
ト
制
度
に
基
づ
き
、意
見
を
募
集

し
ま
す
。　
【
意
見
書
の
提
出
期
間
】１
月
４

日
㈬
～
31
日
㈫　
【
計
画(

案)

・
意
見
書
の

設
置
場
所
】交
通
防
犯
課
、市
役
所
１
階
情

報
公
開
コ
ー
ナ
ー　
※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
ま
す
。　

市
内
に
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
人
、計
画
に
利
害
関
係
を
有
す

る
人　
【
意
見
な
ど
の
取
り
扱
い
】内
容
を

検
討
し
、
計
画
策
定
の
参
考
に
す
る　
※

住
所
、
氏
名
な
ど
個
人
が
特
定
で
き
る
箇

所
を
除
き
、意
見
の
内
容
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
し
ま
す
。個
別
に
は
回
答
し
ま
せ

ん
。　
【
意
見
書
の
提
出
】意
見
書(

市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可)

に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
、
直
接
ま
た
は
郵
送

（
31
日
消
印
有
効)

、フ
ァ
ク
ス
、メ
ー
ル
で

交
通
防
犯
課（
〒
362－

8
５
0
１
本
町
3 －

1 －

1
、

s209000@
city.ageo.lg.jp

）

へ　
※
電
話
で
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

「
上
尾
市
人
権
教
育
推
進
プ
ラ
ン

（
基
本
計
画
）改
訂
版（
案
）」へ
の

意
見
を
募
集

生
涯
学
習
課　

7
7
5−

9
4
9
0

　

7
７
6−

2
2
5
0

　
平
成
19
年
３
月
に
策
定
し
た｢

上
尾
市

人
権
教
育
推
進
プ
ラ
ン（
基
本
計
画
）｣

を
改

訂
し
ま
す
。こ
の
た
び
、そ
の
案
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
市
民
コ
メ
ン
ト
制
度
に
基

づ
き
、
意
見
を
募
集
し
ま
す
。　
【
改
訂
版

（
案
）の
公
表
・
意
見
募
集
期
間
】１
月
４
日

㈬
～
２
月
３
日
㈮　
【
改
訂
版（
案
）・
意
見

書
の
設
置
場
所
】生
涯
学
習
課
、市
役
所
１

階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、各
支
所・出
張
所・

公
民
館　
※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
ま
す
。　

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
人　
【
意
見
書
な
ど
の
取
り
扱
い
】内
容

を
検
討
し
、
改
訂
の
参
考
に
す
る　
※
住

所
、氏
名
な
ど
個
人
が
特
定
で
き
る
箇
所
を

除
き
、意
見
の
内
容
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
し
ま
す
。個
別
に
は
回
答
し
ま
せ
ん
。　

【
提
出
方
法
】意
見
書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）に
必
要
事
項
を
記

クーリング・オフ制度
消費生活センター	 775−0801（相談専用）
	 776−4600

　クーリング・オフ制度は、訪問販売や電話勧誘販売・訪問購入
などの契約や、マルチ商法などの複雑でリスクの高い取引で契約
をした場合に、一定の条件を満たせば契約を解除できる制度です。
クーリング・オフが可能な要件
　訪問販売・電話勧誘販売・訪問購入については、契約をしたの
が店舗や営業所以外である／申込書面または契約書面を受け取っ
た日から8日以内(マルチ商法、モニター商法などは20日以内)であ
る／消耗品(化粧品など)は未使用である／営業目的の契約ではな
いなど　※アポイントメントセールス、キャッチセールスなどの
場合は、営業所などで契約しても該当する場合もあります。テレ
ビショッピングなどの通信販売には、クーリング・オフ制度はあり
ません。通信販売では、事業者が返品できるかどうかや、返品期限
などに関する特約を設けている場合はそれに従うことになります。
特約がない場合は、受け取った日から8日以内であれば、消費者が
送料を負担して返品できます。注文する前に返品対応の規定をよ
く確認してください。
クーリング・オフの成立
　クーリング・オフ期間内に、事業者に｢契約を解除したい｣という
意思を書面で通知すれば成立します(期限日の消印有効)。はがき
に書いて両面の写しを取り、特定記録郵便または簡易書留で郵送
してください。クレジット払いの場合は、販売会社と信販会社に対
し、同時に通知してください。
クーリング・オフが可能な取引形態・期間

取引形態 期　間
訪問販売

8日間

電話勧誘販売
特定継続的役務提供（エステ・学習塾・結婚相手紹介サー
ビスなど）　※いずれも5万円を超え、2カ月（エステは1カ
月）を超える期間継続する契約です。
訪問購入(貴金属の買い取りなど)
連鎖販売取引(マルチ商法) 20日間業務提供誘引販売取引(内職・モニター商法)
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とき　 ところ 内容 対象 定員 持ち物費用・金額 ※記載のないものは「無料」
問い合わせ申し込み　※記載のないものは「当日、直接会場へ」

入
し
て
、直
接
ま
た
は
郵
送（
２
月
３
日
消

印
有
効
）、フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
生
涯
学

習
課（
〒
362－8
５
0
１
本
町
3 －1 －1
、

s722500@
city.ageo.lg.jp

）へ　

※
電

話
で
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

防
災
講
演
会

危
機
管
理
防
災
課　

7
7
5−

5

 

1

 
4
 0 

　

7
7
5−

9
9
2
7

　
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
経
験
を
持

つ
人
か
ら
、
被
災
状
況
や
避
難
生
活
な
ど

の
体
験
談
を
聞
き
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備

え
る
方
法
を
学
ぶ
た
め
の
講
演
会
を
行
い

ま
す
。　

1
月
21
日
㈯
10
～
12
時　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

講
演
テ
ー

マ「
い
ま
地
域
で
求
め
ら
れ
て
い
る
自
主
防

災
活
動
」　
【
講
師
】今こ

ん

野の

均ひ
と
しさ

ん（
仙
台
市

片
平
地
区
連
合
町
内
会
会
長
）　

150
人

(

先
着
順)

所
得
税
と
市
・
県
民
税
の
控
除

高
齢
介
護
課　

7
7
5−
5

 

1

 
2
 6 

　

7
7
6−

8
8
7
2

　
所
定
の
基
準
を
満
た
す
人
は
、
税
の
申

告
時
に
次
の
必
要
書
類
を
提
出
す
る
こ
と

で
、所
得
税
と
市
・
県
民
税
の
控
除
を
受
け

ら
れ
ま
す
。

寝
た
き
り
や
認
知
症
の
高
齢
者
の
障
害
者・

特
別
障
害
者
控
除

　
市
が
交
付
す
る｢

障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書｣

が
必
要
で
す
。　
※
身
体
障
害
者

手
帳
な
ど
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
手
帳
を

提
示
す
る
こ
と
で
控
除
を
受
け
ら
れ
ま
す
。　

次
の
①
～
④
の
全
て
に
該
当
す
る
人
①

市
内
に
住
所
が
あ
る
②
認
定
基
準
日（
対

象
年
の
12
月
31
日
）現
在
で
満
65
歳
以
上
③

寝
た
き
り
や
準
寝
た
き
り（
屋
内
で
の
生
活

は
お
お
む
ね
自
立
し
て
い
る
が
介
助
な
し

で
は
外
出
で
き
な
い
）、
認
知
症（
日
常
生

活
に
支
障
を
き
た
す
よ
う
な
症
状
、
行
動

や
意
思
疎
通
の
困
難
さ
が
多
少
見
ら
れ
る
）

で
あ
る
④
本
人
ま
た
は
そ
の
家
族
の
扶
養

者
で
税
の
控
除
が
必
要　

直
接
、
高
齢

介
護
課
へ　
※
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

書
は
、
申
請
か
ら
約
10
日
前
後
に
郵
送
し

ま
す
。

寝
た
き
り
の
高
齢
者
が
使
用
す
る
お
む
つ

代
の
医
療
費
控
除

●
初
め
て
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受

け
る
人

　
医
師
が
発
行
す
る「
お
む
つ
使
用
証
明

書
」（
高
齢
介
護
課
に
あ
る
）が
必
要
で
す
。　

※「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」は
、
医
療
機
関

に
用
意
し
て
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
２
年
目
以
降
の
人

　
市
が
発
行
す
る｢

お
む
つ
に
係
る
費
用
の

医
療
費
控
除
に
用
い
る
証
明
の
確
認
書｣

が

必
要
で
す
。
確
認
書
は
申
請
か
ら
約
10
日

後
に
郵
送
し
ま
す
。　

介
護
認
定
を
受

け
て
い
る
人
で
介
護
保
険
主
治
医
意
見
書

の
内
容
に
よ
り
、
次
の
①
②
の
全
て
に
該

当
す
る
人
①
寝
た
き
り
状
態
で
あ
る
②
尿

失
禁
の
可
能
性
が
あ
る　
※
２
年
目
以
降

の
人
で
条
件
に
該
当
し
な
い
場
合
は
、医
療

機
関
で
再
度「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」を
取

得
し
て
く
だ
さ
い
。　

直
接
、高
齢
介
護

課
へ技

能
功
労
者
表
彰

商
工
課　

7
7
7−

4

 

4

 
4
 1 

　

7
7
5−

5
0
2
4

　
平
成
28
年
11
月
23
日
、イ
コ
ス
上
尾
で
、

「
第
33
回
上
尾
市
技
能
功
労
者
表
彰
式
」が

行
わ
れ
ま
し
た
。職
種
と
被
表
彰
者
は
、次

の
20
人
で
す（
敬
称
略
）。　

 

大
工
／
新
井

政
義　
左
官
／
星
正
男　
配
管
工
／
須
永

三
郎
、
大
川
二
三
夫　
電
気
工
事
工
／
１

人　
造
園
職
／
１
人　
内
装
・
イ
ン
テ
リ

ア
／
山
口
秀
樹　
自
転
車
組
立
・
修
理
工

／
岡
田
和
則
、
櫻
井
洋
二
、
他
１
人　

製

菓
・
製
パ
ン
／
１
人　
豆
腐
製
造
職
／
髙

橋
知と

も
ひ
ろ宏

、
他
１
人　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
／
川か

わ

田だ

勝ま
さ

司し　
美
容
師
／
腰こ

し

替が
え

秋
子
、
田
中
冨

士
子　
鋳
造
技
能
士
／
酒
井
照
夫　
金
属

プ
レ
ス
工
／
齋
藤
一
夫
、
橋
本
茂
治　

表

装
技
能
士
／
石
塚
昭
雄

成人になると巻き込まれやすくなる消費者トラブル
きっぱり断ることも勇気！
消費生活センター　 775−0801（相談専用）・ 776−4600

　全国の消費生活センターなどに寄せられる相談を見ると、20歳に
なった若者(成人)からの相談件数は未成年者と比べて多く、その契
約金額も高額です。また、契約する商品・サービスにおいても、未
成年者のトラブルではあまり見られなかった｢サイドビジネス｣や

「マルチ取引｣、｢エステ｣が上位になるという特徴があります。
　未成年者が行った親権者の同意がない契約は原則取り消すこと
ができますが(注)、成人になると未成年者のような保護はありませ
ん。さらに、社会経験が乏しい若者を狙い撃ちする悪質な業者によ
る消費者トラブルも発生しています。
(注)法定代理人の同意を得た契約（民法5条1項、2項）や、自由財産の処分（同3項）な
ど、未成年者が行った契約であっても取り消すことができない場合があります。
よく考えずに契約した事例
　街中で声を掛けられ、タレント事務所に同行して所属契約をし
た。翌日解約を申し出たら、違約金を請求された。
契約をせかされた事例
　痩

そ う し ん

身エステの中途解約を申し出たが、支払請求額が高額すぎて
納得できない。
20歳になった途端に契約させられた事例
　友人からもうかる話があると言われ、仮想通貨の投資のような
契約をしたが解約したい。
　困ったとき、分からないときは、一人で悩まず、消費生活センターへ
相談してください。
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広報広聴課　 775−4918・ 776−8873

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
の

加
入
手
続
き
を

保
険
年
金
課　

7
7
5−

5
1
3
7

　

7
７
5−

9
8
2
7　

　
20
歳
に
な
る
と
、会
社
員
や
公
務
員
、ま

た
は
そ
の
被
扶
養
配
偶
者
以
外
の
人
は
、

国
民
年
金（
第
１
号
被
保
険
者
）へ
加
入
し

ま
す
。
日
本
年
金
機
構
か
ら
郵
送
さ
れ
る

届
出
書
を
用
意
し
て
、
保
険
年
金
課
ま
た

は
各
支
所
・
出
張
所
で
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。

　
後
日
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
年
金
手
帳

と
納
付
書
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。
保
険
料
は

月
額
１
万
６
、２
６
０
円（
平
成
28
年
度
）で

す
。
保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、

学
生
納
付
特
例
制
度
や
免
除
制
度
、
納
付

猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

年
金
受
給
者
に
源
泉
徴
収
票
を

郵
送

　
１
月
下
旬
、
年
金
受
給
者
に
日
本
年
金

機
構
か
ら
源
泉
徴
収
票
が
郵
送
さ
れ
ま
す

（
障
害
・
遺
族
年
金
は
非
課
税
の
た
め
郵
送

さ
れ
ま
せ
ん
）。

　
源
泉
徴
収
票
に
は
、
昨
年
の
年
金
支
払

総
額
、源
泉
徴
収
税
額
、扶
養
控
除
な
ど
の

内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、確

定
申
告
や
市
・
県
民
税
の
申
告
を
す
る
時

に
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

　
源
泉
徴
収
票
を
紛
失
し
て
再
交
付
を
希

望
す
る
場
合
や
、
２
月
に
な
っ
て
も
届
か

な
い
場
合
は
、
大
宮
年
金
事
務
所
ま
た
は

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル(

０
５
７
０

－05
－

１
１
６
５
）へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、申
告
を
す
る
時
に「
国
民
年
金
保
険

料
控
除
証
明
書
」が
必
要
な
場
合
も
、大
宮

年
金
事
務
所
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
助
成
制
度

障
害
福
祉
課　

7
7
5−

5
1
2
3

　

7
７
6−

8
8
7
2　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
①
身
体

障
害
者
手
帳
１
～
３
級
②
療
育
手
帳
Ⓐ
、

Ａ
、
Ｂ
③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
④
65
歳
以
上
で
次
の
ア
～
ウ
の
い
ず
れ

か
の
障
害
に
よ
り
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
よ
る
障
害
認
定
を
受
け
て
い
る
ア
国

民
年
金
法
障
害
等
級
１
、２
級
イ
身
体
障
害

者
手
帳
４
級
の
一
部（
音
声
・
言
語
機
能
障

害
、下か

し肢
障
害
の
一
部
）ウ
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
２
級　
※
初
め
て
該
当
す
る

手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
た
日
が
平
成
27

年
1
月
1
日
以
降
で
、
か
つ
65
歳
以
上
の

人
、
上
尾
市
以
外
の
市
区
町
村
か
ら
援
護

ま
た
は
国
民
健
康
保
険
の
給
付
を
受
け
て

い
る
人
、
埼
玉
県
以
外
の
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
か
ら
の
給
付
を
受
け
て
い
る

人
を
除
き
ま
す
。　
【
助
成
額
】入
院
・
外

来
な
ど
の
各
医
療
保
険
制
度
の
自
己
負
担

額（
た
だ
し
、③
の
人
の
精
神
病
床
へ
の
入

院
分
は
除
く
）、入
院
時
食
事
と
生
活
療
養

標
準
負
担
額
の
２
分
の
１　

該
当
す
る

障
害
者
手
帳
、健
康
保
険
証
、本
人
名
義
の

預（
貯
）金
通
帳
の
口
座
番
号
が
分
か
る
物
、

認
め
印
を
用
意
し
て
直
接
、
障
害
福
祉
課

へ　
※
現
在
受
給
資
格
の
あ
る
人
は
、
手

続
き
は
不
要
で
す
。
㈯
㈰
㈷
は
受
け
付
け

で
き
ま
せ
ん
。

明
る
い
選
挙
推
進
員
を
募
集

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　

7
7
5−

9

 

6

 
8
 9 

　

7
7
5−

9
8
1
9

　
明
る
い
選
挙
推
進
員
は
、イ
ベ
ン
ト
な
ど

で
投
票
へ
の
参
加
や
選
挙
に
つ
い
て
の
啓
発

活
動
を
行
う
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で

す
。　

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

人
で
、
政
治
や
選
挙
に
関
心
が
あ
り
、
中
立

公
正
な
活
動
が
で
き
る
人　
【
任
期
】４
月
１

日
～
平
成
31
年
３
月
31
日　

２
月
28
日
㈫

ま
で
に
直
接
か
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
へ

　市内の催しや行事、祭りや文化・スポーツイベントなど、にぎ
わいの様子や市民活動を取材して『広報あげお』に掲載したり、地
域の話題や身近な出来事などを情報提供したりする市民記者｢ま
ちかど特派員｣を募集します。　【任期】4月～平成30年3月　 市
内に6カ月以上居住している20歳以上の人（4月1日時点）　【募集
人数】6人(選考)　 ①『広報あげお』の｢まちかど特派員だより」
（年2回、14ページ参照)の記事作成
②地域の話題などの情報提供③ま
ちかど特派員会議への出席(年3回
程度)④広報誌取材協力　【謝礼】1
万2千円以内（年額）　 はがきか
ファクスまたはメール( s55000@
city.ageo.lg.jp)に住所、氏名(ふり
がな)、生年月日、性別、職業、電
話・ファクス番号、市内居住期間、
応募の動機を簡潔に記入して、1月
5日㈭～2月15日㈬（必着）に広報広
聴課（〒362−8501本町3−1−1）へ

｢まちかど特派員｣募集
一緒に『広報あげお』を作りませんか？

保
険
年
金
課　

7
7
5−

5
1
3
7

　

7
７
5−

9
8
2
7

大
宮
年
金
事
務
所　

6
5
2−

3
3
9
9
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とき　 ところ 内容 対象 定員 持ち物費用・金額 ※記載のないものは「無料」
問い合わせ申し込み　※記載のないものは「当日、直接会場へ」

2017. 1 No. 994

上尾商工会議所
773−3111・ 775−9090

関東信越税理士会上尾支部
776−8777

関東信越税理士会上尾支部
776−8777

　輝かしい平成29年の新春を迎え、謹んで新年のお慶
びを申し上げます。
　また昨年中は、本市行政に対しまして温かいご支援
とご協力を賜り、心からお礼申し上げます。
　さて、昨年を振り返りますと、8月にリオデジャネイロ
オリンピックが開催され、日本は史上最多となる41個
のメダルを獲得しました。全力を尽くして正々堂々と
競技する日本人選手の姿や、競技後の態度、精神の高
潔さに、深く感動したことを思い出します。これは、次
の東京オリンピックに引き継いでいくべき財産である
と感じています。
　上尾市においては、4月に圏央道桶川北本ＩＣまでの
上尾道路が開通し、飛躍的に交通の利便性が向上する
とともに、車両が上尾道路へ誘導されるため、国道17
号線の交通渋滞が改善されています。また、9月には地

域コミュニティの拠点となる原市複合施設がオープン
しました。原市保育所では、新たに0歳児保育を可能と
するだけでなく、待機児童が多い1～2歳児の定員を拡
大し、120人定員の保育所として開所しています。他に
も、上尾の摘

つみ

田
た

・畑作用具521点が、全国で42件目、埼
玉県で3件目となる国登録有形民俗文化財に登録され
るなど、幅広い分野で進展した年となりました。
　平成29年は、平方北小学童保育所を整備すること
による1学区＝1学童の実現や、9月に予定する文化セン
ターのリニューアルオープン、省エネルギーに寄与す
る道路照明灯の全面ＬＥＤ化の実現など、市民の皆さ
んに必要とされ、喜んでいただける事業を積極的に実
施してまいります。
　私は、昨年掲げた一文字である｢育｣のとおり、コツ
コツと育んできた各種施策を実現し、もう一段高い次
元の市民満足へと昇華させたいという思いを込め、こ
としを表す漢字を干支の酉

とり

にあやかり｢翔｣とし、もっ
と、もっと、住みよい上尾市を目指していく覚悟です。
　これからも、｢笑顔きらめく“ほっと”なまち　あげお｣
の実現のために、全力を傾注してまいりますので、市民
の皆さまには、変わらぬご支援ご協力を賜りますととも
に、本年も健やかで素晴らしい年となることを衷心より　
祈念申し上げ、新年のご挨拶といたします。

輝かしい新春を迎えて
市長　島 村　　穰

2月16日㈭・27日㈪・28日
㈫、3月9日㈭・10日㈮9時30
分～15時30分（11時30分～
13時30分を除く）　 上尾商
工会議所（二ツ宮750)　 個
別決算指導、納税相談

青色申告者対象の
確定申告相談会

税理士による
無料還付申告相談 税理士による無料税務相談

2月1日㈬～15日㈬（㈯㈰㈷を除く）　 市
内の各税理士事務所　 少額な税務の相
談、申告書の作成　※住宅借入金等特別控
除を受ける場合や収入が600万円を超える
場合などは、低額な料金が発生する場合も
ありますので、申し込みの際に確認してく
ださい。　 次の①～③のいずれかに該当
する人①年金受給者②給与所得者で医療費
控除を受ける③年の途中で退職・就職した、
年末調整が済んでいない　 9時30分～16
時（12～13時を除く）に電話で関東信越税
理士会上尾支部へ

2月2日㈭・3日㈮9～16時　 上
尾県税事務所　 申告相談、申告書
の作成　※申告書用紙や添付書類
は預かることができませんので、税
務署へ直接または郵送で提出して
ください。　※マイナンバーと本人
が確認できる書類が必要です。　
税理士・税理士法人が関与していな
い、年金や給与などの収入が一定額
以内の人　 1月23日㈪～27日㈮10
～15時に電話で関東信越税理士会
上尾支部へ

申告期限 ３月15日㈬　※申告義務のある場合の期限です。
所得税の確定申告相談会平

成
28
年
分
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●
確
定
申
告
が
必
要
な
人

　
平
成
28
年
分（
１
月
１
日

～
12
月
31
日
）の
所
得
金
額

の
合
計（
総
所
得
金
額
）が

所
得
控
除（
基
礎
控
除
な

ど
）を
超
え
る
場
合
で
、そ

の
超
え
る
額
に
対
す
る
税

額
が
配
当
控
除
額
と
年
末

調
整
の
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
額
と
の
合
計
額
を

超
え
る
人
は
、原
則
と
し
て

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、勤

務
先
で
給
与
所
得
の
年
末

調
整
を
受
け
た
人
で
、
給

与
所
得
と
退
職
所
得
以
外

の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る
な
ど
、

一
定
の
条
件
の
場
合
に
は
確
定
申
告
を
し
な

く
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
所
得
税
の
還
付
申
告
と
は

　
確
定
申
告
が
不
要
な
人
で
も
、源
泉
徴
収

さ
れ
た
税
金
が
計
算
し
た
税
金
の
額
よ
り

多
い
と
き
は
、確
定
申
告
を
す
る
こ
と
に
よ

り
納
め
過
ぎ
の
税
金
が
還
付
さ
れ
ま
す
。主

に
次
の
①
～
④
の
よ
う
な
場
合
に
還
付
申

告
が
で
き
ま
す
。
①
年
の
途
中
で
退
職
し
、

年
末
調
整
を
受
け
て
い
な
い（
給
与
所
得

者
）②
追
加
す
る
所
得
控
除（
社
会
保
険
料

控
除
、生
命
保
険
料
控
除
な
ど
）が
あ
る
③

一
定
額
以
上
の
医
療
費
を
支
出
し
た
④
一
定

の
要
件
の
マ
イ
ホ
ー
ム
の
取
得
な
ど
で
、住

　所得税および復興特別所得税の確定申告とは、毎年1月1日～12月31日の1年間に生じた全ての所得の金額と、その所得に対す
る所得税・復興特別所得税の額を計算し、翌年の申告期限までに確定申告書を提出して、源泉徴収(給与や年金などからの天引き)
された税金や予定納税で納めた税金などとの過不足を精算する手続きです。

申告期限 ３月15日㈬所得税の
確定申告はお早めに

平
成
28
年
分

■上尾税務署（所得税の確定申
告などの問い合わせ・郵送先）

〒362−8504 西門前577
770−1800(自動音声案内)

※申告義務のある
場合の期限です。

基本的な
所得税の
計算方法

1年間の収入金額
から必要経費など
を差し引いた金額

基礎・社会保険・生命
保険料控除など課税所
得から控除されるもの

（総所得金額−所得控除）×税率＝所得税

宅
ロ
ー
ン
が
あ
る

●
申
告
に
必
要
な
も
の

　
平
成
28
年
分
給
与
所
得
・
公
的
年
金
等

の
源
泉
徴
収
票（
原
本
）、
印
鑑（
認
め
印

可
）、
筆
記
用
具
、
計
算
用
具
、
還
付
金
を

受
け
取
る
金
融
機
関
名
・
支
店
名
・
口
座
番

号（
申
告
者
名
義
）が
分
か
る
物
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
と
本
人
が
確
認
で
き
る
書
類（
提
示

ま
た
は
写
し
の
添
付
が
必
要
）、配
偶
者
の

源
泉
徴
収
票（
配
偶
者
に
パ
ー
ト
収
入
な
ど

が
あ
る
場
合
）、
控
除
に
必
要
な
書
類（
次

の
①
～
④
の
う
ち
該
当
す
る
人
）

①
年
金
受
給
者
、
年
末
調
整
が
済
ん
で
い

な
い（
年
の
中
途
で
退
職
し
た
人
な
ど
）　

社
会
保
険
料（
国
民
健
康
保
険
、国
民
年
金

な
ど
）の
支
払
額
が
分
か
る
物
、生
命
保
険

料
や
地
震
保
険
料
の
所
得
控
除
証
明
書
、

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書（
本
人
や
被
扶

養
者
の
も
の
）

②
医
療
費
控
除
を
受
け
る　
平
成
28
年
中

に
支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書（
事
前
に
個

人
や
病
院
ご
と
に
集
計
し
、
明
細
書
を
作

成
し
て
お
く
）、健
康
保
険
や
生
命
保
険
な

ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
の
分
か
る
書
類　

※
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
に
係
る
医
療
費
控

除
の
特
例
制
度
は
平
成
29
年
分
か
ら
の
導

入
で
す
。

③
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け
る
　

申
告
者
本
人
の
住
民
票
の
写
し（
平
成
29
年

１
月
１
日
以
降
交
付
の
も
の
）、家
屋
の
登

記
事
項
証
明
書（
住
宅
ロ
ー
ン
で
土
地
な
ど

も
取
得
し
た
場
合
は
土
地
の
登
記
事
項
証

明
書
も
必
要
）、売
買
契
約
書
ま
た
は
工
事

請
負
契
約
書
の
写
し
、借
入
先
の
金
融
機
関

な
ど
が
発
行
し
た「
住
宅
取
得
資
金
に
係
る

借
入
金
の
年
末
残
高
等
証
明
書
」、増
改
築

の
場
合
は
、｢

建
築
確
認
済
証
」か「
検
査
済

証
の
写
し
」、ま
た
は「
増
改
築
等
工
事
証
明

書
」　
※
認
定
長
期
優
良
住
宅
を
取
得
し
た

と
き
は
、上
記
の
資
料
の
他
に
、「
長
期
優
良

住
宅
建
築
等
計
画
に
係
る
認
定
通
知
書
」と

「
住
宅
用
家
屋
証
明
書
」が
必
要
で
す
。　
※

特
定
取
得
に
該
当
す
る
場
合
、申
告
書
へ
の

記
載
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

④
寄き

ふ附
金
控
除
・
寄
附
金
特
別
控
除
を
受

け
る　
寄
附
し
た
団
体
な
ど
か
ら
交
付
を

受
け
た
寄
附
金
受
領
証
な
ど　
※
政
治
活

動
に
関
す
る
寄
附
は
、
選
挙
管
理
委
員
会

な
ど
の
確
認
印
が
あ
る
寄
附
金（
税
額
）控

除
の
た
め
の
書
類
が
必
要
で
す
。　
※
確
定

申
告
を
す
る
人
は
、ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
制

度
の
適
用
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。　
※
確

定
申
告
書
や
記
載
例
な
ど
は
、
１
月
上
旬

か
ら
税
務
署
の
他
、市
民
税
課
、各
支
所
・

出
張
所
で
も
配
布
す
る
予
定
で
す
。

市･

県
民
税
申
告
書
の
郵
送

　

主
に
、
前
年
度
に
市･

県
民
税
申
告
書

を
提
出
し
た
人
へ
、
２
月
上
旬
に
郵
送
し

ま
す
。
申
告
の
日
程
な
ど
詳
し
く
は『
広

報
あ
げ
お
』２
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　

市
民
税
課

775−

５
１
３
１
・

775−

９
８
４
６
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とき　 ところ 内容 対象 定員 持ち物費用・金額 ※記載のないものは「無料」
問い合わせ申し込み　※記載のないものは「当日、直接会場へ」

【所得税還付申告の臨時受付会場】

●確定申告書はホームページ上で作成し郵送で提出を！
　国税庁ホームページ｢確定申告書等作成コーナー｣を利用すれば自宅などで確定申告書が作成できます。書面で
印刷して郵送かe-Taxで送信し(事前準備が必要）提出してください。
①｢確定申告書等作成コーナー｣の操作に関する質問・相談➡e-Tax・作成コーナーヘルプデスク（ 0570−01−
5901、受け付け／㈪～㈮〈㈷、12月29日㈭～1月3日㈫を除く〉）
②確定申告などに関する問い合わせ➡上尾税務署 770−1800（自動音声案内）

　市では所得税還付申告の臨時受付会場を右表のとおり
開設します。臨時受付会場で申告ができるのは『確定申
告書Ａ』(申告する所得が給与・雑〈年金など〉・配当・一
時所得だけ)を使用する人です。
※事業・不動産・分離課税所得などがあり『確定申告書Ｂ』
を使用する必要がある人や、新たに住宅借入金等特別控
除を受ける人は、上尾税務署で申告してください。
※各申告会場は大変混み合います。記載例などを参考に
して自分で記入・作成する｢自書申告｣にご協力ください。

●所得税・個人消費税・贈与税の確定申告会場を開設
2月16日㈭～3月15日㈬9～17時(受け付け／8時30分～〈㈯㈰㈷を除く。ただし、2月19日㈰・26日㈰に限り開場。〉）

※確定申告会場の開設日までは相談スペースが限られており、長時間お待ちいただく場合があります。
※確定申告会場は大変混雑するため、長時間待つ場合や受け付けを早めに締め切る場合があります。なお申告書
の作成には時間を要するため、16時ごろまでにお越しください。
●社会保障・税番号(マイナンバー)制度の導入
　社会保障・税・災害対策分野において、行政手続の効率性・透明性を高め、国民にとって利便性の高い公平・
公正な社会を実現することを目的として、社会保障・税番号(マイナンバー)制度が導入されました。そこで、平
成28年分以降の所得税及び復興特別所得税や贈与税の申告書の提出の際には、マイナンバー（12桁）の記載と本
人確認書類の提示または写しの添付が必要となります。

【本人確認(番号確認・身元確認)を行う時に使用する書類の例】
例１　個人番号カード(番号確認と身元確認)
例２　通知カード(番号確認)＋運転免許証、健康保険の被保険者証など(身元確認)
※控除対象配偶者・扶養親族の人の本人確認書類の提示または写しの提出は不要です。
※マイナンバーカードの利用に関するICカードリーダライタ（ICカードに記録された電子情報を読むための機器）
の設定、パソコン操作などの質問は、マイナンバー総合フリーダイヤルに問い合わせてください。
➡マイナンバー総合フリーダイヤル 0120−95−0

マイナンバー

178（音声ガイダンスに従って１番を選択）
（受け付け／平日の9時30分～20時〈㈯㈰㈷は9時30分～17時30分〉）
※受付時間は変更される場合がありますので、内閣官房のホームページ（ http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/
bangoseido/）でご確認ください。
●公的年金等を受給している人の｢確定申告不要制度｣
　公的年金等の収入金額の合計額が400万円以下であり、かつ、公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が20
万円以下であるときは、所得税の確定申告書を提出する必要はありません。
※所得税の確定申告が必要ない場合であっても、住民税の申告が必要な場合があります。なお、所得税の還付を
受ける場合や確定申告書の提出が要件になっている控除(純損失や雑損失の繰越控除など)の適用を受ける場合
には、確定申告書の提出が必要です。
※平成27年分以後は、外国の制度に基づき国外で支払われる年金など源泉徴収の対象とならない公的年金等を
受給している人は、この制度は適用されません。
※申告相談会については11ページをご覧ください。

と　き ところ 対象地区

2月9日㈭・
    10日㈮

9時15分
～15時 コミュニティセンター JR高崎線の西側

地域に住む人

2月14日㈫・
     15日㈬

8時45分
～16時30分 市役所ギャラリー JR高崎線の東側

地域に住む人

上尾税務署からのご案内

所得税還付申告の臨時受付会場の開設

※駐車台数に限りがありますので、車での来場はご遠慮ください。




